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Inter-ethnic Marriage Migration among Lahu Women in Yunnan:




After the 1980s, Chinaʼs one-child policy became the cause of a serious imbalance in the countryʼs
sex ratio, especially in the rural areas. Increasing regional economic differences as well as
economic reforms are pull factors for the migration of young single women from rural Han
villages to coastal urban areas as cheap laborers. These social changes have resulted in a wife
shortage in rural Han areas. Impoverished rural Han bachelors who cannot find partners in their
own areas have turned to ethnic minority areas in Southwest China to seek a solution. This paper
focuses on the Lahu area, in the hills of the China-Myanmar borderland, which has one of the
heaviest concentrations of such out-marrying women. The article has two objectives. The first is
to elucidate how Lahu people understand marriage migration against the background of their
marriage practices. The next is to show the social changes that can be observed along with
marriage migration, especially the changing ways of sealing the marital bond among Lahu. The
outflow of young women has created a wife shortage in Lahu, which has widened womenʼs choice
of mate in Lahu village and led to Lahu marriage practices being easily disregarded by young
single women. As a result, Lahu men have begun to attach greater importance to official
marriage registration. In several negotiations with the womanʼs side, the marriage registration
has brought about changes in Lahu marriage practices so as to deal with young womenʼs
uncertain behavior.
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という意見もある［何 2008: 268; 楊 1991: 52-53］。これらの研究からは，移動する女性を被害
者，あるいは教育されるべき未熟者として描き，華やかな少数民族伝統文化を保護しなくては





























































中国に約 48万 6,000 人，ミャンマーに約 10万 5,000 人，タイに約 10万 3,000 人，ベトナム・
ラオスに各 5,000 人いると言われており，ベトナム戦争期にアメリカに移住した人口を含める









本稿の舞台である，「蜂を焼いた村」という名を持つラフ村落 (以下 P村) は，雲南省瀾滄
ラフ族自治県の西北部に位置し，筆者が 2011 年から 2012 年にかけて住み込み調査を行った村











2 ) 2012 年上半期における瀾滄県全体での一人当たり純収入は 2051.95元である［普洱瀾滄拉祜族自治
県数字郷村新農村建設信息網 HP］。












te ceh」を基礎とするラフの観念が男女一対 (dyadic ego) の理念に根ざし，男女平等を基底
としているというものである。神話や儀礼における「対」へのこだわり，親族の双系的傾向，







未婚であれば，たとえ 60 歳を過ぎていても子どものように呼びかけられるという［Du 2003:
57］。そして，未婚者と既婚者は，主にその性行動において，村落や家屋の内と外で隔てられ
ている。



























































結婚は，ラフ語で「夫を求める/妻を求める aw hpaw hui ve/aw mi ma hui ve」と呼ばれる。
「求める hui ve」という単語は，制度的な結婚のみを指すわけではなく，最も広義では男女の
あいだに性関係がある状態を指す。しかし，それが村外で行われている場合は，ただ「友だち
がいる aw chaw caw ve」「遊んでいる相手がいる g’ui da ve caw ve」と言われることが多く，
「夫を求める/妻を求める」とは呼ばれない。この表現は，村外の恋人関係を越えて村内にその




































日に両家で行われる儀礼手続き「頭を下げる」，③ ｢ケチャウェ kheh ca ve」と呼ばれる豚の饗
応による披露宴，からなる (表 1)｡8) ②と③で構成される婚礼自体は全部で三日間行われ，
一日目に女性方で「頭を下げる」と大きな披露宴ケチャウェを行い，二日目は男性方で「頭を
下げる」と小さな披露宴を行い，その後三日目には両家の親族が女性方に集まり，「姻族を認




東南アジア研究 52 巻 1 号
60
表 1 ラフの基本的な婚礼の行程
日程・名称 手 続 き
ヤミナウェ






























されるのは豚の大きさであり，「豚を分けて食べる va pa ca ve」という言い方で婚礼を呼ぶ人
もいる。「過礼 gaw li」と漢語を借用して呼ばれる男性方から女性方への婚資の品には，基本
である豚，酒，米，薪から，茶，タバコ，糯米，豆，銀の耳飾りなどまで経済状況に応じて





























































例が複数報告されている［Ma 2013; Du 2003］。P村においても，「親が離婚させるのでないか
ぎり，子どもは離婚できない」というのがかつての通説であった。P村でこれまでに起こった
















11) 中国のラフ族歌手である雅八 (漢語名は胡暁華) の作曲した『別傷心，女孩』という曲のなかに自
殺を仄めかす表現がいくつか見られ，筆者の調査当時 P村の村人たちが歌っているのを時折耳にし
た。


















1．「ヘパ (漢族) とポイする (逃げる)」
女性の遠隔地婚出を，ラフの人々はしばしば「ヘパとポイする Heh pa geh hpaw-e ve」とい









動詞には「行く k’e ve」や，それにさらに動詞を加えた「結婚しにいく hui k’e ve」「働きにい























滄大地震はマグニチュード 7.6級の大地震で，県内で死者 654 人を出す大災害であった。P村
の被害も甚大で，土壁・草葺きだった当時の家屋のほとんどが倒壊してしまった。そして，地



































13) 2008 年，「中国反対拐売婦女児童行動計画 (2008-12 年)」が公布され，特に女性や児童の流出元と
流出先地域の公安に警備強化の協力を呼びかけている。



















山東 江蘇 河南 安徽 湖北 湖南 江西 広東 広西 四川 雲南
4 7 3 6 1 1 6 4 1 4 6
出所：筆者の調査による。
表 3 ラフ族の男女別全国分布状況 (雲南省除く) 2000 年度
(単位：人)
男 女 男 女
全国 234,144 219,561 山東省 69 1,334
北京市 9 19 河南省 88 1,063
河北省 13 76 湖北省 8 22
山西省 7 28 湖南省 27 453
内蒙古 13 22 広東省 26 324
江寧省 6 8 広西自治区 38 27
吉林省 5 7 海南省 2 1
黒竜江省 0 0 重慶市 51 408
上海市 8 30 四川省 59 453
江蘇省 29 581 貴州省 29 53
浙江省 17 289 西蔵自治区 13 6
安徽省 29 190 陝西省 1 43
福建省 4 22 甘粛省 9 1


































































































































ずれも他村の恋人と同居) であり，これは筆者の滞在中に村内に暮らしていた 15-25 歳の若者





























































































































21) 中国における結婚最低年齢は男子 22 歳，女子 20 歳だが，少数民族地域にはいくつかの変則がある。
瀾滄県は，1982 年の「瀾滄拉祜族自治県変通執行〈中華人民共和国婚姻法〉的規定」において，
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表 4 ｢水を飲む」と呼ばれる結婚手続きの行程
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